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'70年 さらに良質な“米"を
生産調整・米価問題などさまざまな問題をかかえて行なわれたこ

月号

No.目 144

としの田植えは、遠目的好天に恵まれ 14目、 順調に終りま した。

4 3 3ha町減反にもかかわらず、共同田植えに要した労務看は、新

潟・宮城など町外からの応援500人を含め延べ約 18.000人 。

道南町食樋基地と Lて、さらに良質な米ブ〈りに励みましょう 。
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追
加
の
お
も
な
も
の

は
、
今
金
小
改
築
工
事

代
止
ぴ
控
地
質
に
九
百

八
十

一
万
九
千
円
、
火

災
ろ
う
氾
報
知
総
施
設

工
事
な
ど
の
中
学
校
扱

備
に
六
十
七
万
円
、
英

利
河
小
校
庭
フ
ェ
ン
ス

工
事
な
ど
の
小
学
校
控

備
に
十
七
万
七
千
円
、

'
tl
内

十

ガ

ン

/
教
育
施
設
の
整
備
費
な
ど
追
加

第
二
固
定
倒
町
議
会
は
、
六
月

一
日
聞
か
れ
、
補
正
干
抑
二
件
と
条
例
改
正
七
件

主
ど
級
挨
十
三
何
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
瓜
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
・

ま
た
、
田
代
地
区
両
拓
民
道
改
修
に
つ

い
て
な
ど
陳
情
四
件
は
、
建
設
委
員
会
に

r託
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

/ 議 会の働き

一
千
五
百
六
万
三
千
円

を
補
正

〈
〉
昭
和
四
+
五
年
度

一
般
会
計
補
正
予

算
(
第
二
号
)

歳
入
歳
出
そ
れ
引
ぞ
れ

一
千
五
百
六
万
三
千
円

が
追
加
さ
れ
‘
干
算
総

制
は
五
億
三
千
九
百
二

十
九
万
二
千
同
と
な
り

寺ゆ
'し
わ
~
。

検
へ
品
の
半
額
補
助
に
四
十
万
二
千
円
、

日
進
開
拓
飲
料
水
施
ほ
送
電
高
圧
線
復

旧
工
事
官
に
十
凶
方
六
千
円
、
桧
山
北

部
地
区
林
業
指
導
事
務
所
負
担
金
と
し

て
十
三
万
円
、
消
防
災
害
補
償
等
組
合

納
付
金
に
十
七
万
四
千
円
、
第
二
幹
線

川
支
線
補
修
、
官
少
年
会
館
修
繕
料
に

十
七
万
六
千
円
主
ど
と
立
っ
て
お
り
、

特
に
、
教
官
官
円
相
が
目
だ

っ
て
い
ま

す
。こ

れ
に
対
し
、
必
入
は
地
方
ず
付
税

が
三
百
七
十
四
万
五
千
円
、
国

・
道
的

補
助
金
三
百
四
十
六
万
一
千
円
、
町
税

二
百
四
十
三
万
八
千
円
、
使
用
料
及
び

手
数
料
二
十
五
万
九
千
円
、
そ
れ
に
町

的
が
四
百
九
十
万
円
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

。
国
民
健
康
保
険
会
計
事
業
勘
定
補
正

予
算
(
第

一
号
)

疾
病
予
防
山
口
な
ど
に
七
千
円
が
追
加

さ
れ
、
総
飢
八
千
四
百
八
十
六
万
円
に

式!

/号i

特子
別 元

給職
料の
額報
を 酬
改
正

次
に
改
正
さ
れ
た
お
も
な
条
例
を
あ

げ
ま
す
。

。
特
別
職
の
報
酬
額
の
改
正

町
の
各
腕
委
只
的
報
酬
は
、
こ
れ
ま

で
す
べ
て
年
制
で
し
た
が
、
選
挙
管
理

委
民
、
農
業
委
氏
、
教
育
委
只
、
監
査

委
員
を
除
き
、
公
平
委
貝
な
ど
条
例
で

定
め
ら
れ
て
い
る
十
二
円
委
員
会
的
委

只
は
‘
日
額
報
酬
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
委
長
会
は
日
制
千
五

百
円
、
委
n
H
は
千
三
百
問
に
な
り、

選

挙
管
理
委
員
な
ど
の
年
制
委
只
も
そ
れ

ぞ
れ
幣
制
さ
れ
ま
し
た
。

=各種委員を選出=
，，，
 

O
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任

任
期
満
了
に
伴
い
、
新

た
に
持
村
金
蔵
・
沢
正
男

・
脳
口
徳
太
郎
内
各
氏
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ー

α公
平
委
員
会
委
員
の
選

任任
則
前

7
に
伴
い
安
西

長
四
郎
氏
が
川
任
さ
れ
ま

し
た
。

ぱ

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

補
充
員
の
選
挙

欠
只
中
町
補
'5hH
に
、

斉
藤
先
忠
誠
重
太
郎

固

編
成
試
案
ま
と
ま

る

今
金
市
街
地
的
町
内
再
編
成
に

つ
い
て
は
町
と
述
合
町
内
会
で
協

議
を
す
す
め
て
い
ま
し
た
が
、
六
月
六
日
公
民
館
で
聞
か
れ
た
迎
合

町
内
会
で
試
案
が
決
ま
り
ま
し
た
。

町
内
会
で
は
こ

の
試
案
を
検
討
し
こ
と
し
中
に
で
も
区
画
改
正
を

す
る
予
定
で
す
。

複
雑
な
境
界
を
明
確
に

市
街
地
は
、
戦
後
都
市
計
画
的
推
進

や
商
工
業
内
発
展
、
住
宅
の
増
加
に
よ

り
急
速
に
変
ぼ
う
し
て
お
り
、
従
来
か

ら
の
町
内
区
画
で
は
、
日
常
生
活
に
も

不
使
を
き
た
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
.
町
内
会
的
独
立
や
、
周
辺

住
毛
団
地
円
増
加
な
ど
で
、

戸
数
、
人

口
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
な

っ
た
.
貌
在

的
町
内
区
画
は
、
道
路
の
ま
わ
り
に
自

然
発
生
的
に
で
き
た
も
の
で
、
住
宅
が

密
集
し
て
く
る
と
と
も
に
境
界
が
明
確

で
な
く
な
っ
た
ー
な
ど
に
よ
り
各
町
内

内
経
済
的
均
衡
や
、
活
動
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
き
た
た
め
で
す
。

こ
の
た
め
、
開
基
七
十
周
年
記
A
止
卒

業
の
ひ
と
つ
と
し
て
町
内
再
編
成
が
と

り
あ
げ
ら
れ
、
町
と
連
合
町
内
会
で
は

昭
和
四
十

一
年
七
月
か
ら
委
只
会
を
構

成
し
、
四
年
附
に
わ
た
り
い

ろ
い
ろ
検

討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
審

殺
で
は
、
再
編
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
原
則
的
に
賛
成
を
得
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
・
現
在
同
区
画
と
別
に
道
路
な
ど

を
基
準
に
し
て
八

つ
に
分
け
る
.
小
さ

い
町
内
を
合
併
し
て
均
衡
を
と
る
ー
な

ど
の
具
体
的
な
案
に
な
る
と

一
部
町
反

対
が
あ
り
決
定
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
こ
と
し

一
月
辿
合
町
内

，d
町
=
一
役
・
教
育
長
田
給
料
額
の
改
正

特
別
職
報
酬
蒋
税
金
か
ら
答
申
さ
れ

て
い
ま
し
た
町
三
役
と
教
育
長
町
給
料

額
は、

次
的
よ
う
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
・

町
長
十
九
万
円
(
十
八
万
円
)

助

役

十

四

万

円

(十
二
万
五
千
円
)

収
入
役
十
二
万
円

(十
万
円
)

教
育
長
十
二
万
円

(十
万
円
)

/

。
由
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

今
年
度
同
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

は
、
所
得
剖
白
分
的
二
六
回
、
資
産

訓
百
分
の
三
五

・
六
、
均
等
割
二
千
二

十
円
、
平
等
制
三
千
六
百
七
十
円
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

一戸
当
り
の

平
向
税
制
は
、
約
二
万
四
千
円
、
ひ
と

り
当
り
約
五
千
七
百
円
に
主
り
ま
す
。

楯
官
T

m
-加
道
雄
の
各
氏
が
選
ば
れ

ーま
し
た
@

。

一
般
林
道
畑
の
沢
線
開
設
事
襲
鯖
負

契
約
の
締
結

指
名
競
争
入
札
に
よ
り

一
千
三
百
九

十
六
万
円
で
株
式
会
社
坂
本
建
設
と
契

約
し
ま
し
た
。
十
月
下
旬
完
成
町
子
定

で
す
。

/
び
町
道
の
路
線
認
定

新
た
に
み
利
河
川
皿
山
本
線
左
股
支
線

(

延
長
二
百
二
十

一
メ
ー
ト
ル
)
を
必
定

し
ま
し
た
。

会
総
会
が
聞
か
れ
.
原
案
同
作
成
を
再

編
成
委
貝
会
に

一
任
し
、
こ
れ
を
も
と

に
、
こ
と
し
中
に
ま
と
め
る
こ
と
に
し

た
も
の
で
す
。

ニ
と
し
中
に
は
決
定
へ

六
日
行
な
わ
れ
た
会
議
に
は
、
斎
藤

亮
連
合
会
長
を
は
じ
め
+
四
人
が
出
席
、

委
貝
会
で
作
成
さ
れ
た
試
案
を
萎
議
し

た
結
果
、

商
庖
街
地
域
的
編
成
な
ど
に

一
部
反
対
が
あ
り
ま
し
た
が
‘
ほ
と
ん

ど
の
賛
同
を
得
ま
し
た
。

こ
の
試
案
は、

一
町
内
百
戸
前
後
を

基
準
に
で
き
る
だ
け
現
在
的
区
画
を
生

か
し
、
道
路
や
川
な
ど
町
明
確
な
境
界

を
も
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
@
鉄
道

を
境
に
北
側
に
七
町
内
、
南
側
に
五
町

内
的
合
わ
せ
て
+
二
町
内
と
な

っ
て
お

り
、
中
心
部
内
耐
腐
街
は
禽
集
し
て
い

る
た
め
面
積
が
比
較
的
狭
く
、
周
辺
は

広
く
と
っ
て
戸
数
の
均
衡
を
図
っ
て
い

ま
す
。

町
内
会
で
は
、
こ
の
試
案
を
各
町
内

に
も
ち
か
え
っ
て
検
討
を
加
え
、
お
そ

く
と
も
こ
と
し
の
に
決
定
す
る
方
針
で

す
。な

お
‘
こ
の
試
案
に

つ
い
て
ご
意
見

ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
連
合
町
内

会
長
か
役
場
町
民
課
へ
ど
し
ど
し
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
新
し
い
区
画
が
決
ま
り
ま

し
た
ら
、
将
来
法
的
適
用
を
受
け
る
字

名
改
正
も
計
画
し
て
い
ま
す
.
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日
酪
農
経
営
円
近
代
化
と
労
働
生
産
性

川
町
高
度
化
を
図
る
た
め
、
本
年
度
か
ら

川

三
カ
年
計
闘
で
『
日
進
地
区
共
同
利
用

川
桜
範
牧
場
設
山
也
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し

川
ま
す
。

川川川川
川
町

首
閉山

町と農協が契約調印式

ニ
れ
に
先
だ
っ
て
、
六
月
六
日

「牧

場
設
置
に
伴
う
契
約
調
印
式
』
が
行
な

わ
れ
、
町
と
股
協
が
町
の
経
営
費
補
助

と
用
地
取
得
を
中
心
に
し
た
契
約
に
翻

印
し
ま
し
た
.

計
幽
で
は
、
三
百
三
+
ヘ
ク
タ
ー
ル

(
う
ち
二
百
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
草
地

を
造
成
)
の
用
地
に
治
舎
四
棟
・
サ
イ

ロ
四
基
・
肴
椛
舎
四
棟
・
尿
溜
四
基
・
農

機
具
廊

一
棟
・
乾
燥
舎

一
棟
な
ど
を
建

川州州制第川

町

村

知

事

は

川
動
く
道
政
教
室

酬
と
開
発
状
況
視

州
察
の
た
め
、
六

川
月
八
日
か
ら
三

川
日
問
、
桧
山
管

川
内
を
訪
れ
ま
し

川

た

。

川

管

内

向

主

婦

州
五
十
人
が
出
席

ね
し
て
江
差
町
で
聞
か
れ
た
動
〈
道
政
教

ヵ

室
に
は
本
町
か
ら
も
高
田
八
重
子
さ
ん

ま
ら
四
人
が
出
席
し
『
精
薄
児
収
容
施
設

、
報
の
早
期
実
現
を
』
「
定
時
制
農
業
高
校

広
町
機
械
技
術
研
修
を
充
実
強
化
し
て
ほ

川
し
い
』
な
ど
の
要
望
を
出
し
、
知
事
か

川
ら
也
被
答
弁
を
受
け
ま
し
た
。

川
本
町
で
は
、
北
部
桧
山
国
官
か
ん
ば

酬
い
事
業
の
住
吉
頭
首
工
を
視
察
し
、
進

川川5
 

J
町

村

知

事

契約書にサインする町長と農協組合畏

設
し
、
完
成
し
ま
す
と
常
時
五
百
五
+

頭
の
乳
牛
が
育
成
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
対
す
る
総
事
業
費
は
‘

三
億

六
千
三
百
万
円
が
見
込
ま
れ
、
こ
向
う

ち
国
が
五
五
%
・
道
二
ニ
・
五
%
で
銭

り
を
農
協
が
負
担
し
ま
す
。

こ
の
経
営
に
対
し
て
町
で
は
、
八
年

間
で
ニ
千
七
百
万
円
を
限
度
と
し
て
助

成
し
、
土
地
の
取
得
に
つ
い
て
も
三
百

万
円
内
残
額
を
町
が
負
担
、
用
地
内
の

町
有
地
は
無
償
線
渡
し
ま
す
。

牧
場
内
建
設
に
は
、
農
地
開
発
機
械

公
団
が
当
た
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
七

月
上
旬
か
ら
工
事
が
始
ま
り
、
五
千
万

円
で
七
十
寸
公
判
草
地
を
造
成
し
ま
す
。

崎

F

4 ， 

お知らせ

輸
行
状
況
む
ど
に
つ
い
て
町
長
か
ら
説
明

を
聞
き

「道
南
は
米
づ
く
り
の
適
地
で

あ
り
食
組
基
地
と
し
て
期
待
が
大
き
い
ε

ま
す
ま
す
良
訴
の
米
づ
く
り
に
励
ん
で

く
だ
さ
い
』
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
有
志
と
の
昼
食
会
で
は

ソ
パ
・
ヤ
?
ベ
・
フ
キ
・
タ
ケ
ノ
コ
・

ワ
ラ
ビ
ウ
ド
を
ど
の
郷
土
料
理
に
舌

づ
っ
み
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

-体力テストにこぞって書加を

町教育委貝会で1.、社会体育円

掻~と町畏体力的向上をめざ L 、

本年度から止の要領でスポーッテ

スト(体力診断テスト)を実施 L
ます。こぞって書加しま Lょヮ.

b壮年体力テストは、 30抜から 60

歳までを対量に毎月期 1土曜日

午桂 1時から 5時まで.

1>高校生以上却歳までは、毎月第

3土曜日午後 1時から5時まで

b全場青少年金館

b受験料無料

緑
肥
作
物

の
栽
培
を

休
耕
田
の
地
力
増
進
に

米
の
生
産
調
整
に
よ
っ
て
本
町
で
も

四
百
三
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

一
千
六
百

九
十
九
~
が
休
耕
し
、
生
産
調
控
目
標

の
ニ
・
六
倍
に
も
達
し
ま
し
た
.

こ
の
た
め
、
町
産
業
課
で
は
休
耕
聞

の
管
理
を
次
の
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

土
地
条
件
に
よ
り
休
耕
す
る
と
き
は

こ
れ
を
機
会
に
必
要
な
土
地
基
盤
的
技

備
や
土
壌
条
件
町
改
普
な
ど
を
行
な
う

と
と
も
に
、
雑
草
的
発
生
を
防
止

L
・

=ご苦労さまです=== / 

共同田植え協力者に感謝状

町
と
農
協
で
は
、

共
同
田
植
え
五
周

年
記
念
と
し
て
、

毎
年
協
力
し
て
く

れ
た
次
町
二
十
六

人
と
十
五
団
体

(

二
百
二
十
三
人
)

に
感
謝
状
と
記
念

品
を
贈
り
労
を
ね

ぎ
ら
い
ま
し
た
。

マ
個
人

寺
品
あ
い
子
・

演
と
み
え
・
清
水

け
い
子

-
牛
袋
き

よ
し
・
菅
原
ニ
ま

き

・
菅
原
久
雄
・

品
同
様
か
し
く
・
松

岡
こ
町
む
青
木

頭首エを視察する知事

客
土

・
排
水
な
ど
の
土
地
改
良
を
行
な

い
ま
し
ょ
う
。

a、

V
緑
肥
作
物
の
栽
培

一
般
作
物
を
栽
府
せ
ず
休
刊
酬
を
行
な

う
と
き
は
‘
努
め
て
緑
肥
作
物
を
栽
陪

し
、
秋
に
す
き
こ
ん
で
地
力
的
柑
進
に

努
め
る
。

緑
肥
作
物
の
種
類
に
は
、
牧
草
え

ん
麦
背
刈
大
豆
菜
種
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
湿
潤
な
ほ
場
で
は
ア
ル
サ
イ

ク
・
ク
ロ
ー
バ
ー
、

ク
リ
ム
ソ
ン
ク
ロ

ー
パ
、
ス
ィ

ト
ク
ロ
ー
バ
ー
が
適

す
る
.
ま
た
、
多
血
に
生
産
さ
れ
翌
年

の
生
育
に
彬
仰
を
疋
ぽ
す
お
そ
れ
の
あ

る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
他
の
畑
に
も

分
け
て
施
用
す
る
。

な
お
、
ま
め
科
作
物
栽
培
に
あ
た
っ

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筏
柄
群
に
応
じ
て

限
利
閣
を
按
制
す
る
。

'v
雑
草
の
防
除

土
壊
が
協
潤
で
あ
っ
た
り
、
労
力
不

足
で
や
む
を
得
ず
緑
肥
作
物
町
救
慨
が

で
き
な
い
休
耕
回
は
、
雑
草
化
す
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
除
草
剤
な
ど
を
散
布

し
て
雑
草
利
子
が
一
般
木
田
に
飛
散
し

な
い
よ
う
に
す
る
。

コ
マ

y

浜
田
恭
子

・
小
野
き
よ
え

-

久
光
は
し
め
・
今
野
て
い
子
中
野
た

か
子
・
佐
々
木
松
夫
・
及
川
一
郎
梅

沢
ト
キ
コ
松
本
イ
ソ
コ
・
管
野
み
よ

子

・
佐
藤
賢
吾
高
橋
ミ
チ
子

・
佐
々

木
勘
治

(以
上
宮
城
県
)
佐
々
木
千
枚

小
森
徳
二

山
崎
製

(以
上
声
井
村

)
合
ト
ヨ

(熊
石
)

マ
団
体

郷
司
組
(
二
十
人
)
高
谷
組
(
十
一

人
)
中
村
組

(
二
十
七
人
)
西
国
組

(

九
人
)
水
野
組
(
二
十
人
)
中
川
組
(

十
七
人
)
渡
辺
組
(
十
八
人
)
宗
像
組

(八
人
)
磁
団
組

(十
一
人
)
高
柿
組

(十
四
人
)
折
野
組
(
五
人
)
鈴
木
組

(
十
九
人
)
山
田
組

(九
人
)
広
瀬
組

(
十
七
人
)
馬
場
組
(
十
八
人
)

A

V

A

撃。

M 
掛金の額

一
五
O
O円

知
能
的
発
達
が
遅
れ
た
り
身
体
が
不
亡

(
廃
疾
を
含
む
}
し
た
後
、
処
さ
れ

自
由
で
あ
る
た
め
、
将
来
社
会
人
と
し
た
ヤ
吋
障
害
児
(者
)
に
対
し
て
そ
の
生

て
独
立
し
て
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
が
存
中
制
月
二
万
円
の
年
金
が
支
給
さ
れ

困
難
な
心
身
障
害
児
(者
)を
扶
養
き
れ
る
も
の
で
す
。

て
い
る
保
護
者
向
方
々
に
と
っ
て
大
き
マ
加
入
で
き
る
保
護
者

な
悩
み
は
、
自
分
円
死
後
残
さ
れ
た
心
尚
四
十
五
段
未
洲
町
人
で
す
が
、
制

笠
際
書
児
(者
)
円
扶
養
を
だ
れ
が
し
て
度
発
足

一
年
間
に
限
り
尚
六
十
五
段
求

〈
札
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
幸
桝
何
人
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

い
に
し
て
親
族
内
人
に
扶
養
し
て
も
ら
マ
加
入
者
の
費
用
負
担

え

る

場

合

で

あ

っ

=

=

別

表

的

と

お

り

て

も

そ

の

人

の

負

一

心

身

障

害

者

扶

養

一

で

す

が

、

二
十
年

う

利

神

的

経

済

=

=

継

続

し

て

加

入

し

的

負

担

は

、

は

か

一

制

度

の

活

用

を

一

六

十

五

歳

以

上

と

り

し

れ

主

い

も

円

=

=

主

っ
た
場
合
は
、

が
あ
り
ま
す
。

掛
金
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

こ
町
よ
う
な
家
族
同
不
安
を
少
し
で
マ
そ
の
他

も
や
わ
ら
げ
、
保
護
者
死
亡
後
円
障
害
申
し
込
み
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
役

児
(
者
)
町
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
場
町
民
諜
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

道
で
は
こ
と
し
か
ら
「
心
身
障
害
者
扶

義
制
度
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
制
度
は
、
こ
れ
ら
的
保
種

者
が
相
互
扶
助
向
精
神
に
も
と
ず
き
、

も
の
生
存
中
毎
月
別
衰
の
掛
金
を
拠
出

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
保
聾
者
が
死

年
僻
区
分

締
金
月
額

三
十
五
歳
未
満

一ニ
十
五
歳
以
上

四
十
五
歳
未
満

四
十
五
歳
以
上

一0
0
0同

一
三

O
O円

-国民年金の尭除申摘はお早めに

生活が苦Lいため国民年金円保

険料を納めることができない人は

事情によって一定期間保険料を免

除してもらうことができます.

免除されても、図的白担分(保

険料額町ν2)は毎月積み立てられ

ていますので、万一円場合にでも

年金をもらうことができます.

どう Lても保険料を納めること

ができない人は、 6月末固までに

役場町民謀へ申し出て〈たさい.

l 
.部落・町内会長の手当てについτ

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
血
液
事
業
的

推
進
、
新
興
国
赤
十
字
へ
向
援
助
政
び

災
害
故
助
活
動
、
へ
き
地
無
料
巡
回
診

療
な
ど
を
実
施
し
て
、
一
郁
祉
精
進
と
世

界
平
和
の
た
め
に
努
力
を
続
け
て
い
ま

す。
ニ
う
し
た
事
業
に
必
要
な
経
費
は
、

社
只
の
拠
出
す
る
社
曲
目
と
、

一
般
篤
志

者
か
ら
の
寄
付
金
な
ど
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
本
町
で
も
‘
み
な
さ
ん
か

ら
の
社
質
的
拠
出
を
お
願
い
し
た
く
部

落
町
内
会
長
を
通
じ
て
と
り
ま
と
め
て

い
ま
す
の
で
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
?
え

協
力
方
お
願
い
い
た
し
ま
す
。語主

行楽には余裕の

あるプランを

『疲労運転』が

いちばん危険です。

遊び疲れ@ 

町では、昨年度まで部落・町内

全組織的育成助長のた的、若干町

宮付金と、全長さんへの手当てを

出Lていま Lたが、今年度からは

全長さんがたのご要望や他町村と

向かねあいなどを考慮Lて止のよ

うに改めることになりました.

部落合 町内会はすでに桧山管

内ーに整備された町で空付金は全

廃します.一方、会長さんは、町

政4絡貝を兼ねて必り、組織町代

表者と Lて町と住民向接点的立場

で、住民向声的反映そ町他的ご協

力をお願い Lています.この労に

多少でも報いるため、町政連絡貝

とLて全長個人に手当てを差し上

げることになりま Lた.
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もひとf支交通安全に

互助連合会がブランコを寄贈

@町民のいこ い。

な樹木 の富あ
控

室
タ
ゲ
一

町
民
会
館
前
の

広
場
を
幼
鬼
門
遊

び
場
に
し
て
く
だ

さ
い
と
こ
の
た

び
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
親
子
乗

り
ブ
ラ
ン
コ

(
六
人
乗
り

・
六
万
円
相

当
)
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
内
の
商
庖
主
ら
会
只
五

十
人
で
組
織
す
る
ι寸
金
互
助
迎
合
会

(

会
長

・
湯
浅
秀
夫
さ
ん
)
が
、
昨
年
の

村
田
英
雄
ン
ョ
ー
の
益
金
を
も
と
に
社

会
福
祉
事
業
に
少
し
で
も
役
だ
て
よ
う

と
贈
っ
た
も
の
で
す

a

社
協
で
は
、
さ
っ
そ
〈
広
場
町

一
角

に
と
り
つ
け
ま
し
た
が
、
付
近
町
父
兄

• 

は
『
交
通
伺
激
し
い
地
域
だ
け
に
遊
び

場
が
あ
れ
ば
交
通
安
全
に
も
主
る
』
と

大
喜
び
。
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
そ
う
に

遊
ん
で
い
ま
す
。

し

尿

く

み
取
り
は

ピ

l
ク
時
を
避

け

て

大 事びの 子どもたち

最
近
、

し
尿
の
く
み
取
り
を
申
し
込

ん
で
も
な
か
な
か
き
て
く
れ
な
い
と

い
う
苦
情
が
あ
り
ま
す
。

従
来
は
、
く
み
取
り
業
者
が
指
定
捨

て
場
に
無
制
限
に
巡
搬
で
き
た
の
で
、

春
先
や
盆
前
な
ど
の
く
み
取
り
争
認
の

多
い
ピ
ク
時
で
も
需
要
に
こ
た
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
五
十
四
年
ま
で
の

利
用
地
を
見
込
ん
で
建
設
し
た
北
部
桧

山
町
処
理
施
設
も
、
一
図
的
投
入
で
き

る
盆
は
十
二
キ
ロ

μ
で
、
こ
の
う
ち
約

半
分
的
今
金
分
は
中
型
バ
キ
ュ
ー
ム
率

二
台
と
小
型
二
台
の
計
四
台
分
に
し
か

あ
た
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
年
聞
を

通
ず
る
と
十
二
分
の
量
な
の
で
す
が
、

今
春
は
切
り
替
え
時
点
に
あ
た
る
の
で

業
者
に
く
み
取
り
申
し
込
み
が
集
中
し

て
.
す
ぐ
希
望
に
応
じ
か
ね
て
い
る
も

の
で
す
。

今
後
は
、
こ
の
集
中
申
し
込
み
を
避

け
る
た
め
、

比
較
的
希
望
者
向
少
な
い

六
月
か
ら
七
月
、

九
月
か
ら
十
月
ご
ろ

ま
た
、
除
雪
区
間
で
は
冬
期
に
す
る
な

ど
、
ピ

l
ク
時
を
避
け
る
よ
う
に
こ
協

力
願
い
ま
す
。

¥住民の動態¥

l1， 56[人

5，624人

5，937人

2.872 

31現在)

人口

男

女

世帯

(45. 5 

。
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

田
山
結
加
里

(持
同
町
長
女
南
端
前
)

稲

垣

光

良

(雅
夫
町
二
男

白

石
}

松

吉

友

美

瑛

一
円
二
女
樋
川
)

日

公

知

美

(克
英
町
長
女
揖
町
)

日

景

尚

美

{
克
英
町
二
女

・
蹄
町
)

岸

徹

也

(
泉
町
丑
見

。
曲
川
)

成

田

駅

子

(
久
町
長
女
花
石
}

上
村

智
穂

(義
雄
町
長
女

・
八
束
)

岸

賞

之

(忠
重
町
長
男
集
日
什
)

井

原

久

子

(久
雄
の
二
女
壬
広
町
)

奥

田

修

(
聡
町
長
男
目
的
出
町
)

吉

田

ル

ミ

(田
町

二
女

東

町

)

陰
、

納期までに完納しよう

町道民税
〈第 1期〉

6月30日まで

佐
藤
影
均

寅
一
円世
殉
・
旭
町
)

粥
!
山
美
穂
(
牌
葺
町
長
女

・南品開町
)

。
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

回
ぬ
芳
夫
且
重
土
真
喜
子

{末
広
町
)

同
国
俊
彦

H
村
瀬
正
子
(
本

町
山

木
村
新
悦
H
投
野
よ
し
江
(
新
常
町
)

宮
越
春
男
リ
大
松
正
子
(
八
幡
町
)

消
木
俊
行

H
山
形
も
と
干
(
東

町

}

木

俣

忠

H
ト
部
三
校
干
{
旭
台
}

笹
蒜
克
一

H
H村
上
利
江
(
金
原
)

消

野

典

H
石
原
洋
子
(
末
広
町
)

圏
お
く
や
み
も
う
し
あ
け
ま
す

安
藤
普
四
郎
八
十
六
成
(
神
丘
)

柳

沢

啓

子

零

歳

(

南

帯

町

)

村

谷

静

江

五

十
八
歳

(花

石

)

佐
藤

一
郎

七

十

一
歳
(
捷
利
何
)

杉

田

健

一

五
十
六
歳
(
盟
問
)

布

施

党

四

十

八

歳

(

本

町
)

須
田
キ
ミ
エ

三
十
三
歳

(
持
金
)

佐
々
木
吉
太
郎
八
十
六
歳
(
南
栄
町
)

(

五

分

)

月


